
資料３－３ これまでの高校再編の経緯（H13.4～H23.3） 
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 平成１４年 ４月  教育庁内に再編整備推進本部を設置 

 

 平成１４年１０月 「佐賀県立高等学校再編整備第一次実施計画」策定、公表 

            （計画期間 H14～H23、第二次実施計画を別途策定） 

・普通高校再編    H16 東松浦・唐津北、H18 武雄・武雄青陵⇒併設型中高一貫教育導入 

・専門高校再編    H17 伊万里商業・伊万里農林、H19 高志館・牛津、H19 佐賀農業・杵島商業 

・併設型中高一貫教育 H18 唐津東、H18 武雄・武雄青陵（再編時）、H19 鳥栖 

・定通併置校     H21（通信制 H20）鳥栖定時・佐賀商業定時・佐賀北通信 

・定時制       H21 唐津商業定時・伊万里商業定時 

 平成１３年 ４月  佐賀県県立高等学校再編整備審議会設置（県下各界有識者２０名で構成） 

 

 平成１４年 ２月  「生徒減少期における佐賀県立高等学校の再編整備について」（答申） 

 平成１５年 ７月  佐賀県立高等学校再編整備第一次実施計画に対する検討結果の取りまとめの公表 

※平成 14 年 10 月公表時からの再編計画の変更点 

・再編時期の変更 東松浦・唐津北 H16→H17、武雄・武雄青陵（中高一貫含む）H18→H19 

・専門高校再編  引き続き検討し、遅くとも平成 16 年度中に結論を出すよう努める。 

・定通併置校   設置場所等は、遅くとも平成 16 年度中に結論を出すよう努める。 

 

平成１７年２月  専門高校等の再編計画決定 

 

 

 
＜主な検討事項＞ 

   (1) 新高校の具体像（教育内容、施設整備、総合選択制など）と効果・課題 

   (2) 家庭科・農業科に対するニーズ、配置のあり方 

   (3) 専門高校３学級の教育環境面からの評価   

    (4) 他の再編組み合わせの可能性                 など 

＜検討内容＞ 

○新高校整備推進委員会における検討 

○アンケート調査の実施 

○高等学校長協会からの意見聴取 

○地域等からの意見聴取等                      など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 県民意見提出手続（パブリック・コメント）の実施等 

  ＜県民意見提出手続実施期間＝H16.12.15～H17.1.14＞ 

平成１６年１１月 専門高校等の再編計画案の決定 

※平成 14 年 10 月公表時からの再編計画の変更点 

・再編時期の変更 伊万里商業・伊万里農林 H17→H22、H19 佐賀農業・杵島商業 H19→H23 

・再編見直し   高志館・牛津 H19 → 牛津：単独存続、高志館：H23 農業科 2学級は第二次で検討 

・定通併置校   牛津高校現地存続に伴い他の候補地を検討 

平成１５年８月以降 専門高校等の再編計画についての検討 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年３月 「佐賀県立高等学校再編整備第二次実施計画（素案）」策定、公表 

         （H14～H23 の計画期間のうち今後新たに実施すべき再編整備を策定） 

・全日制再編  H23 太良：次のような案（実施時期：H23）が考えられる旨を明記 

①鹿島実業と再編統合  ②鹿島と再編統合 

③鹿島実業又は鹿島と再編統合し、１学級の分校を設置 

④募集停止（事務は教育委員会で引き継ぐ） 

・定時制再編  H23 鳥栖定時・鳥栖工業定時の統合 

平成２１年３月 「佐賀県立高等学校再編整備第二次実施計画」決定 

  地元市町等への説明、パブリックコメント手続きを経て、3 月 17 日決定 

・全日制再編   

   ・ 平成 23 年度に太良高校は、西部学区の募集定員としては 1学級減じる。 

   ・ その上で、全日制で学ぶ意欲のある、不登校経験や発達障害のある生徒、高校中退者を全県から募集することとし、

新たに 40 人の定員を設ける。 

・定時制再編   

H23 年度 鳥栖高校定時制（普通科）を鳥栖工業高校定時制（機械・電気科）に統合 

平成 22 年 3月 「太良高校改編計画」及び「鳥栖地区定時制高等学校再編計画」を決定 

平成 23 年 4月 太良高校改編・鳥栖地区定時制再編 実施 


